






はじめに 

安全分娩管理を厚生行政の面から考えると,「誰が」,「いつ」,「どこで」あってもその管

理方法が利用できることが重要であることは言うまでもない。 

今,管理の中心情報となる胎児心信号を,この面から検討してみると,超音波ドプラ法は,連

続使用の点で制約があり,胎児心音法は,安定性に乏しく,直接誘導胎児心電図法は,ハイリ

スク妊娠のスクリーニングに重要な Non Stressed Test(NST)に利用できないという欠点を

有している。 

腹壁誘導胎児心電図法は,これらの欠点をカバーすることができ,「誰でも」,「いつでも」,

「どこでも」利用できる優れた方法ではあるが,検出の安定性について「ウィーク'ポイン

ト」を持っていることは,否定しがたい事実である。我々は,この点に着目し,以下の研究を

試みた。 


